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  （百万円未満切捨て）

１．2022年３月期第１四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年６月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2022年３月期第１四半期 7,379 12.2 57 － 72 － 7 － 

2021年３月期第１四半期 6,579 △30.1 △120 － △102 － △94 － 
 
（注）包括利益 2022年３月期第１四半期 △14 百万円 （－％）   2021年３月期第１四半期 △46 百万円 （－％） 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

2022年３月期第１四半期 1.06 － 

2021年３月期第１四半期 △12.74 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

2022年３月期第１四半期 41,192 26,932 65.4 

2021年３月期 41,312 27,032 65.4 
 
（参考）自己資本 2022年３月期第１四半期 26,932 百万円   2021年３月期 27,032 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 
  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
2021年３月期 － 12.00 － 12.00 24.00 
2022年３月期 －         
2022年３月期（予想）   12.00 － 12.00 24.00 

 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日） 

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計） 18,171 28.1 647 － 663 － 342 － 47.61 

通期 37,058 22.5 1,016 － 1,045 － 574 － 79.91 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無    

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 有    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期１Ｑ 7,950,000 株 2021年３月期 7,950,000 株 

②  期末自己株式数 2022年３月期１Ｑ 766,609 株 2021年３月期 766,609 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期１Ｑ 7,183,391 株 2021年３月期１Ｑ 7,383,391 株 

 
 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断す

る一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束するものではありません。また、実際の業績等は様々な要

因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等

については、添付資料Ｐ.３「１．当四半期決算に関する定性的情報 (3)連結業績予想などの将来予測情報に関する

説明」をご覧下さい。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染拡大の長期化による影響を受けて依

然として厳しい状況が続き、ワクチン接種の進展に伴い経済活動正常化に向けた動きが加速する一方で、変異ウイ

ルス等の発生による再拡大も懸念され、国内景気や企業収益は依然として先行き不透明な状況で推移しました。

 このような状況のもと、当社グループの各セグメントの概況は以下の通りであります。

 

（情報・印刷・産業システム機材）

 情報・産業システム機材は、業務用ろ過フィルターの販売は工業用向けの販売が増加し伸長しましたが、工業用

検査機器の販売が新型コロナウイルス再拡大の影響に伴う設備投資抑制の影響を受け低調に推移しました。

 印刷システム機材は、緊急事態宣言再発令などの影響により低調に推移しました。特に、機器の販売が感染拡大

長期化による設備投資意欲の減退により、低迷しました。

 

（金融汎用・選挙システム機材）

 金融汎用システム機材は、金融機関の新型コロナウイルス感染防止対応の実施により営業活動の制約を受け、貨

幣処理機器やセキュリティ機器の販売に商談遅延の影響がありました。

 選挙システム機材は、東京都議会議員選挙をはじめ全国の地方選挙向けに、投票用紙交付機や読取分類機などの

機器販売が順調に推移したほか、投開票管理システムの販売も伸長しました。

 

（紙・紙加工品）

 紙・紙加工品は、医薬品向け紙器用板紙の販売は伸長しましたが、新型コロナウイルス再拡大の影響により情報

用紙の販売が低調に推移しました。 

 

（不動産賃貸・リース事業等） 

 不動産賃貸業、リース事業等は堅調に推移しました。

 

 この結果、当第１四半期連結累計期間の経営成績は、売上高73億79百万円（前年同期比12.2％増）、営業利益

57百万円（前年同期は営業損失１億20百万円）、経常利益72百万円（前年同期は経常損失１億２百万円）とな

り、親会社株主に帰属する四半期純利益は７百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失94百万円）

となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

（流動資産）

 当第１四半期連結会計期間末の流動資産の残高は303億74百万円となり、前連結会計年度末より１億93百万円減

少しました。 

 減少の主な要因は、受取手形、売掛金及び契約資産の減少（８億87百万円）、増加の主な要因は、現金及び預金

の増加（５億30百万円）及び棚卸資産の増加（１億30百万円）であります。 

 

（固定資産） 

 当第１四半期連結会計期間末の固定資産の残高は108億18百万円となり、前連結会計年度末より73百万円増加し

ました。 

 増加の主な要因は、投資その他の資産の「その他」の増加（１億49百万円）であります。 

 

（流動負債） 

 当第１四半期連結会計期間末の流動負債の残高は122億15百万円となり、前連結会計年度末より95百万円減少し

ました。 

 減少の主な要因は、賞与引当金の減少（１億46百万円）であります。 
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（固定負債） 

 当第１四半期連結会計期間末の固定負債の残高は20億45百万円となり、前連結会計年度末より75百万円増加しま

した。 

 増加の主な要因は、固定負債の「その他」の増加（66百万円）であります。 

 

（純資産） 

 当第１四半期連結会計期間末の純資産の残高は269億32百万円となり、前連結会計年度末より１億円減少しまし

た。

 減少の要因は、剰余金の配当86百万円及びその他有価証券評価差額金の減少（15百万円）。増加の要因は、親会

社株主に帰属する四半期純利益７百万円であります。

 この結果、自己資本比率は65.4％（前連結会計年度末は65.4％）となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 連結業績予想につきましては、2021年５月14日付「2021年３月期 決算短信」で公表いたしました第２四半期連

結累計期間及び通期の業績予想に変更はありません。今後の業績推移等によって通期業績予想の見直しが必要と判

断した場合には、速やかに開示いたします。

 なお、上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は

今後の様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2021年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(2021年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 18,481 19,011 

受取手形及び売掛金 8,518 － 

受取手形、売掛金及び契約資産 － 7,630 

商品及び製品 2,411 2,654 

仕掛品 68 57 

原材料及び貯蔵品 473 371 

その他 645 676 

貸倒引当金 △30 △28 

流動資産合計 30,568 30,374 

固定資産    

有形固定資産 3,552 3,545 

無形固定資産 400 368 

投資その他の資産 6,791 6,904 

固定資産合計 10,744 10,818 

資産合計 41,312 41,192 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 4,904 4,518 

電子記録債務 2,766 3,068 

短期借入金 3,516 3,516 

未払法人税等 29 33 

賞与引当金 388 242 

その他 704 835 

流動負債合計 12,310 12,215 

固定負債    

退職給付に係る負債 223 230 

役員退職慰労引当金 889 891 

その他 856 923 

固定負債合計 1,969 2,045 

負債合計 14,279 14,260 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,208 1,208 

資本剰余金 2,005 2,005 

利益剰余金 24,590 24,511 

自己株式 △1,089 △1,089 

株主資本合計 26,714 26,635 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 153 138 

退職給付に係る調整累計額 164 158 

その他の包括利益累計額合計 318 296 

純資産合計 27,032 26,932 

負債純資産合計 41,312 41,192 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2020年４月１日 
 至 2020年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2021年４月１日 

 至 2021年６月30日) 

売上高 6,579 7,379 

売上原価 5,056 5,639 

売上総利益 1,522 1,740 

販売費及び一般管理費 1,643 1,682 

営業利益又は営業損失（△） △120 57 

営業外収益    

受取利息 0 0 

受取配当金 22 19 

貸倒引当金戻入額 0 0 

その他 12 13 

営業外収益合計 34 34 

営業外費用    

支払利息 7 7 

持分法による投資損失 7 11 

その他 1 0 

営業外費用合計 16 18 

経常利益又は経常損失（△） △102 72 

特別損失    

固定資産除却損 － 2 

特別損失合計 － 2 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
△102 70 

法人税、住民税及び事業税 21 53 

法人税等調整額 △29 9 

法人税等合計 △8 63 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △94 7 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△94 7 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2020年４月１日 
 至 2020年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2021年４月１日 

 至 2021年６月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △94 7 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 53 △15 

退職給付に係る調整額 △5 △6 

持分法適用会社に対する持分相当額 △0 0 

その他の包括利益合計 48 △21 

四半期包括利益 △46 △14 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △46 △14 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

 該当事項はありません。 

 

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用） 

 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これによ

り、顧客への販売における当社の役割が代理人に該当する取引について、従来顧客から受け取る対価の総額を収

益として認識していましたが、顧客から受け取る額から仕入先に支払う額を控除した純額で収益を認識する方法

に変更しております。また、当社が提供する保守サービスにつきましては、履行義務が時の経過につれて充足さ

れるため、顧客との契約期間に従い一定の期間にわたって収益を認識しております。 

 なお、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項に定める代替的な取り扱いを適用し、商品又は製品の

国内販売において、出荷時から当該商品又は製品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間である場

合には、出荷時点に収益を認識しております。 

 収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１

四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただ

し、収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、当第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱

いに従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収

益認識会計基準第86項また書き(1)に定める方法を適用し、当第１四半期連結会計期間の期首より前までに行わ

れた契約変更について、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響

額を当第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減しております。 

 この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は４百万円減少し、売上原価は４百万円減少しております。ま

た、利益剰余金の当期首残高に与える影響はありません。 

 収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形及び売掛金」は、当第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示

することといたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年

度について新たな表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」

（企業会計基準第12号 2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第１四半期連結累計

期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。 

 

（時価の算定に関する会計基準等の適用） 

 「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号  2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基

準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。これによる四半期連結財務諸表

に与える影響はありません。 
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（追加情報）

 （新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積り）

 前連結会計年度の有価証券報告書に記載した、新型コロナウイルス感染症の影響に関する仮定及び会計上の見積

りについて、重要な変更はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自2020年４月１日 至2020年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            (単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

(注)１ 

四半期連結

損益計算書 

計上額 

(注)２ 
 

情報・印刷・
産業システム
機材 

金融汎用・選
挙システム機
材 

紙・紙加工品 
不動産賃貸・
リース事業等 合計 

売上高              

外部顧客への売上高 3,795 774 1,941 67 6,579 － 6,579 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
0 － － 75 76 △76 － 

計 3,795 774 1,941 143 6,655 △76 6,579 

セグメント利益又は損失（△） △52 △57 △52 40 △121 0 △120 

（注）１． セグメント間取引消去であります。

２． セグメント利益又は損失（△）の金額の合計額は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を

行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自2021年４月１日 至2021年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

            (単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

(注)１ 

四半期連結

損益計算書 

計上額 

(注)２ 
 

情報・印刷・
産業システム
機材 

金融汎用・選
挙システム機
材 

紙・紙加工品 不動産賃貸・
リース事業等 

合計 

売上高              

一時点で移転される財又はサ

ービス 
3,819 1,147 2,044 － 7,011 － 7,011 

一定の期間にわたり移転され

る財又はサービス 
194 105 － － 299 － 299 

顧客との契約から生じる収益 4,013 1,252 2,044 － 7,311 － 7,311 

その他の収益 － － － 68 68 － 68 

外部顧客への売上高 4,013 1,252 2,044 68 7,379 － 7,379 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
0 － 0 77 77 △77 － 

計 4,014 1,252 2,044 145 7,457 △77 7,379 

セグメント利益又は損失（△） △201 233 △21 46 56 0 57 

（注）１． セグメント間取引消去であります。

２． セグメント利益又は損失（△）の金額の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を

行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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